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【主な研究成果】
本研究では、強度延性バランスに優れたα+β二相チタン合金変形材の微細組織について、変形双晶界面、転位組織、粒界構造に着目してマルチスケールな構造組織解析を行い、変形組織を記述する組織学的因子について考察して、高強度化への指針を提案することを目的としている。本年度は、変形組織を記述する組織学的因子について共同研究者(対応者)の木口賢紀教授とディスカッションを行った。予備実験として、ディンプルグラインディングとArイオンミリングによりTi-Cr合金を薄片化し、透過電子顕微鏡を用いた転位組織の観察が可能であることを確認した。さらに、熊本大学先進マグネシウム国際研究センターを訪問して、研究設備を見学させて頂き、今後の共同研究に有用な知見を得た。
【今後の展望】
変形組織を記述する組織学的因子について研究を進め、高強度化への指針を提案したい。
【具体的な成果】
透過電子顕微鏡による材料組織解析−固体と電子との相互作用の観点から−
佐藤 和久
第2回合同チタン合金研究会, 2025年12月18日
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